
INES(国際原子力・放射線事象評価尺度)評価
レベル 事故例
７

深刻な事故
旧ソ連・チェルノブイリ原発事故（1986年）
日本・福島第一原発事故（2011年）

６
大事故

５
広範囲な影響を伴う事故

英国・ウインズケール原子炉事故（1957年）
米国・スリーマイル島発電所事故（1979年）

４
局所的な影響を伴う事故

日本・ＪＣＯ臨界事故（1999年）
フランス・サンローラン発電所事故（1980年）

３
重大な異常事象 スペイン・バンデロス発電所火災事象（1989年）

２
異常事象 日本・美浜発電所2号機蒸気発生器伝熱管損傷事象（1991年）

１
逸脱

日本・「もんじゅ」ナトリウム漏れ事故（1995年）
日本・敦賀発電所2号機1次冷却材漏れ（1999年）
日本・浜岡発電所1号機余熱除去系配管破断（2001年）
日本・美浜原子力発電所3号機2次系配管破損事故（2004年）

０
尺度未満 （安全上重要ではない事象）

評価対象外 （安全に関係しない事象）
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平成23年4月12日にレベル7と暫定評価

福島第一原発
事故の概要
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平成23年12月16日原子力災害対策本部公表資料を一部抜粋・編集

1．ステップ2の総括
【ステップ2：放射性物質の放出が管理され、
放射線量が大幅に抑えられている】
 以下のとおり、原子炉は「冷温停止状態」に達し、不
測の事態が発生した場合も、敷地境界における被ばく
線量が十分低い状態を維持することができるように
なった。
①圧力容器底部及び格納容器内の温度は概ね
100℃以下になっていること。
②注水をコントロールすることにより格納容器内の
蒸気の発生が抑えられ、格納容器からの放射性物
質の放出が抑制されている状態であること。
また現時点における格納容器からの放射性物質の
放出による敷地境界における被ばく線量は0.1ミリ
シーベルト/年と、目標とする1ミリシーベルト/年
の目標を下回っていること。
③循環注水冷却システムの中期的安全が確保されて
いることが確認できたこと。
・設備は、故障や事故に備え何重ものバックアッ
プにより信頼性を確保。
・異常が検知でき、設備の停止時には復旧措置、
代替手段を確保。
・万一事故が発生した場合においても、敷地境界
における被ばく線量が十分低いことを確認。

 敷地内での作業は依然厳しい状況にあるが、ステップ
2の目標達成と完了を確認。

2．冷温停止状態達成までの取組の総括

事故収束に向けた道筋・
当面の取組のロードマップ

冷温停止状態達成までの取組
（ステップ2完了）
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